
Ⅰ. 複雑なバックグラウンド
　                       を抱えたまち

Ⅰ-１過去と印象

細長い空間にし、空間に広がりをもたせる。 それぞれ、片端に膨らみを持たせる

1. 広がる空間

空間のふくらみの強弱により視線を誘導する

3. 導く屋根

フラットな屋根 勾配をつけた屋根

縦空間の変化を発生させる
高低差をつけた縦空間によって、

視線を誘導する

外の空間と内の空間を緑のラインで繋ぎ誘導する。

外の緑に誘導され中に入ることができる。

縦に空間が広がり建空間の変化で誘導する

2. 伝う壁

角張った壁 湾曲な壁

湾曲な壁にし、視線・行動を誘導する

4. 内外をつなぐグリーンライン

Ⅰ-２ 市街化したことの課題 Ⅰ-３ 新たな課題

住所：神奈川県 横浜市 南区 日枝町 1丁目 21-1

南区は、外国人住民登録人口が高く、南

区は人口に対する外国籍を持つ人の割合

が高い。また、年少人口割合、単身世帯

の割合、老年化指数が高く、高齢化が進

んでいる課題がある。

Ⅱ. 子育て支援の現状

地域子育て支援拠点を中心

に様々な子育て支援をおこ

なっているが、一人親世帯、

生活困窮家庭、外国人親子

など課題を抱えた親子の利

用が少ない現状がある。

Ⅲ. 川のコミュニティと密度の高いまち

弘明寺

吉野町　　

南区地域子育て支援拠点弘明寺

井土ヶ谷

黄金町

蒔田

まちの課題、子育て支援の現状から、新築マンション

の建設が多く、外国人の住民が増加しているエリアを

計画敷地にした。集合住宅が密集する場、区を横断す

る大岡川沿いに計画し、地域との繋がりを形成する。

・敷地面積  1581 ㎡

・市街化区域　商業地域

・建ぺい率　80％　　　

・容積率　400％

屋根に勾配を持たせ、変化をつける。

まちにゆとりができる。

それぞれのボリュームの屋根勾配をバラバ

ラにする。全体に動きを生み、周辺への圧

迫感を軽減させる。

神奈川県横浜市南区は、横浜市の中央部に位置

し、人情にあふれるあたたかな街である。

関東大震災や空襲により、街は甚大な被害を

受けた。その影響もあり、一部地域は違法飲

食店・風俗店などが増加し、麻薬の温床となっ

た過去を持つ。今は地域住民や行政の取り組

みによって、まちは変化したが、今でもその

背景から、悪い印象を持たれる地域がある。

交通の利便性が高いことや生活インフラが充

実していることもあり、南区の人口密度は、

横浜市の中で最も高い。また、市街化したこ

とによって一人当たりの公園面積が狭く、地

域住民の交流の場、身近なオープンスペース

が少なく、地域との交流が取りづらい。

課題を抱えた親子は、子育てのことだけではなく、食事や衣服などの生活用品に困っていることがある。また、リサーチから、
生活困窮家庭や言語の壁を持つ家庭の存在を知った。そのため、そのような生活に関わる支援と子育て支援施設があると利用
する人が増えるのではないかと考えた。また、他の住民も利用できるオープンスペースも計画し、交流の場、情報が集まる場
を計画する。その仕組みによって何かあったときに、応援をする側、受ける側になれるコミュニティを形成することができる。

Ⅳ. きっかけとつながる支援

Ⅴ. 誘導される空間 

リサイクル フードパントリー ハローワーク・相談 セミナー子育て支援

住民A（生活困窮家庭）
区の紹介などにより、フードパントリーや
リサイクル支援を知る

住民 B（子育て家庭）
区の紹介などにより、子育て支援施設を訪れる

支援

きっかけ

住民C（外国籍の方）
カフェ、オープンスペースを通してセミナーの支
援の存在を知る

飲食店
カフェにお弁当を提供
お店の PRができ、地域活性化に繋げる

カフェ オープンスペース

サポートスタッフ
定年後のシルバー世代を中心に運用する
活躍の場、地域貢献の場となる

きっかけを通して、支援の存在を知り、受けることができる

住民D
カフェ、オープンスペースを訪れたことから、支援を知る
また、サポートスタッフとなり、応援することもできる

1. 川で繋がる計画敷地

マンションや住宅が多く密集した

地域である。

2. 密集するまちにゆとりを

初めて施設を利用する人の中には、入り

づらいと思う人もいるのではないか。ま

た、支援を受けることに抵抗を持つ人も

いるのではないかと考えた。

そこで、視線・行動が誘導される空間を

計画をする。

みちびき 
            あまねく

0 [m]

10 20 30 40 50
N

京浜急行 黄金町

富士見川公園

坂東橋公園

敷地
大岡
川

私は横浜市南区に生まれ育った。横浜市南区は、歴史的背景から治安が悪い印象が残るエリアがある。また、私の小学校・中学校の友人の中には、複雑なバックグランドを抱えた子もいた。そのことから、

卒業制作では、まちのため、地域の人のための施設の計画を行いたいとまず考えた。

様々な案が考えられる中で、私は、子育て中の家庭を地域で支援する施設「子育て支援施設」に着目をした。一人親世帯、生活困窮家庭、外国人親子の施設利用が少ない南区の現状から、子育て支援施設は、

その役割だけでなく、生活に関わる支援も受けれる場でもあるべきなのではないかと考えた。今回、横浜市南区の地域特性から、子育て支援施設と地域相互扶助の場を計画する。子育て支援施設の

利用が少ない家庭に着目をし、誰でも訪れやすく、多くの人に広く認知され身近な存在になる空間を提案する。
ー 子育て支援施設と地域総合扶助の場の提案 ー

親と子の居場所
地域のサロン
施設のサロン
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